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し
い
ま
ち
に
す
る
聞

い
を
こ
め
て

こ
こ
に
市
民
憲
章
を
定
め
ま
す
。

..-... 叩込~.・“. 4・ー.

昭和27年12月22日第3料郵似物認可・ H月1日・ 16日発行・定価l音1¥31司

みえぬ晶吋，

例年、 1月から 2月にかけて市内の小中学校では、菅平でス キー教室を聞 きます。

今年もそのトップを切って、 1月16日、 17日に神川小学校の児童がこの教室に参加し 、楽しくス
キー技術を学びました。

市民の動き
( 1月1日現代)

112，651人 (+110) 

(+ 60) 

(+ 50) 

(+ 28) 

57，719人

33，811世帯

)内は前月比です。

54，932人

総人口

女

世帯数

男
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動車道上越線
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早期建設を運動
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関
越
道
上
越
線
の

建
設
促
進
を
陳
情

そ
の
要
旨
は
、
上
田
市
と
し
て
は
、

路
線
に
つ
い
て
県
の
立
場
で
u
f
則
に
一

本
化
を
は
か
り
、
今
秋
に
予
定
さ
れ
る

国
土
開
発
幹
線
自
動
卓
道
建
設
審
議
会

(
国
幹
審
)
で
、
是
非
と
も
「
扱
備
計

画
線
」
(
後
述
②
)
に
格
上
げ
し
て
も
ら

い
た
い
、
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
れ
に

対
し
て
吉
村
県
知
事
か
ら
は
、
法
本
計

画
総

(
後
述
①
)
を
恭
一本
に
関
係
市
町

村
の
調
然
を
は
か
り
、
川
町
備
計
画
制
に

向
け
て
努
力
す
る
旨
の
発
言
が
あ
り
ま

上
田
市
長
お
よ
び
上
田
市
議
会
高
速

道
対
策
特
別
委
員
会
は
、
一
月
九
日
、

吉
村
県
知
半
、
金
井
県
議
会
議
長
に
対

し
、
闘
越
自
動
単
道
上
越
線
(
後
述
③
)

の
建
設
促
進
に
つ
い
て
陳
情
を
行
い
ま

し
た
。

し
?こそ
し
て
、
な
お
引
き
続
き
上
田
市
長
、

上
田
市
議
会
高
速
道
対
策
特
別
委
員
会

は、

一
月
十
六
日
、
建
設
省
、
建
設
省

地
方
建
設
局
に
対
し
、
関
越
自
動
車
道

上
越
川
仰
の
建
設
促
進
に
つ
い
て
陳
情
を

行
い
ま
し
た
。

高
速
道
の
現
況

関
越
自
動
車
道
上
越
線
の
建
設
を
促

進
す
る
た
め
、
上
田
市
と
し
て
も
関
越

自
動
車
道
上
越
線
建
設
促
進
協
議
会
、

市
議
会
高
速
道
対
策
特
別
委
員
会
を
発

足
し
、
両
者
連
携
し
て
建
設
促
進
に
向

け
て
調
査
研
究
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し

た
路
線
に
つ
い
て
は
、
国
の
基
本
計
画

路
線
は
千
曲
川
右
岸
で
計
画
さ
れ
て
お

り
ま
す
が
、
佐
久
市
か
ら
長
野
市
に
至

る
周
辺
町
村
の
一
部
に
建
設
反
対
な
ど

の
動
き
が
あ
り
、
ま
た
佐
久
・
小
県
地

方
の
十
市
町
村
か
ら
左
岸
路
線
の
誘
致

運
動
が
お
こ
る
な
ど
、
現
在
で
は
右
岸

と
左
岸
の
両
方
の
動
き
が
あ
り
ま
す
。

県
と
し
て
は
、
国
の
基
本
ー計
画
路
線

に

一
本
化
を
図
り
、
早
期
建
設
を
進
め

た
い
意
向
で
す
。

上
田
市
と
し
て
も
、
国
・
県
・
建
設

促
進
協
議
会
・
市
議
会
特
別
委
員
会
な

ど
と
綿
密
な
述
凶
仇
を
と
り
、

一
本
化
に

向
け
て
早
期
建
設
が
で
き
る
よ
、
ヲ
運
動

を
進
め
て
い
ま
す
。

言見

明

①

〔
基
本
計
画
線
〕

高
速
道
路
の
予
定
路
線
と
し
て
の
計

画
線
で
、
経
過
地
の
主
な
市
、
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
の
だ
い
た
い
の
場
所
な
ど

が
決
め
ら
れ
た
も
の
を
い
い
ま
す
。

②

〔
整
備
計
画
線
〕

基
本
計
画
線
に
沿
っ
て
更
に
詳
細
な

調
査
を
行
い
、
路
線
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
の
位
置
が
具
体
的
に
決
め
ら
れ
た

も
の
を
い
い
ま
す
。

こ
れ
が
決
定
に
な
る
と
、
建
設
大
臣

か
ら
日
本
道
路
公
団
に
対
し
て
工
事
の

施
行
命
令
が
出
さ
れ
ま
す
。
公
団
で
は

調
査
・
州
量
な
ど
を
行
っ
た
後
、
工
事

実
施
計
画
書
を
作
成
し
ま
す
。
そ
し
て

ル
l
ト
発
表
後
、
用
地
買
収
に
入
り
、

や
が
て
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

③

〔
関
越
自
動
車
道
上
越
線
〕

国
が
計
画
し
て
い
る
高
速
自
動
車
道

路
で
、
群
馬
県
藤
岡
市
と
新
潟
県
上
越

市
を
結
ぶ
約
二
百
キ
ロ
μ

川の
道
路
。
県

内
通
過
予
定
は
、
佐
久
市
か
ら
信
濃
町

の
約
百
キ
ロ

い川
と
な

っ
て
い
ま
す
。

四
十
七
年
に
は
、
藤
岡
市
か
ら
長
野

市
ま
で
の
基
本
計
画
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
県
内
の
主
な
経

過
地
は
佐
久
市
、
小
諸
市
、
上
田
市
、

更
埴
市
、
須
坂
市
な
ど
で
、
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン

ジ
は
、
佐
久
市
、
小
諸
市
付
近
、

上
田
市
付
近
、
坂
峻
町
付
近
、
長
野
市

付
近
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
c

発
展
を
期
待
さ
れ
る
上
岡
市

832 
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発
展
を
期
待
さ
れ
る
上
岡
市

832 第引
刑
向
治
省
の
調
作
委
託
を
受
け
た
財
団

印
刷
法
人
地
方
自
治
協
会

(
上
田
市
も
資
助

削州

会
只
と
し
て
加
胤
)
は
、
「
魅
力
あ
る

路

地
万
都
市
の
形
成
の
た
め
に
」
と
題
し

J
I

て
の
調
作
報
告
書
を
ま
と
め
、
公
表
し

一

ま
し
た
。
こ
の
な
か
で
、
成
長
可
能
都

子

市
と
し
て
長
野
県
下
で
は
、
上
回
、
松

T
本
が
リ
ス
ト
ア

ッ
プ
さ
れ
た
も
の
で
す
。

日
本
の
人
口
は
、
今
後
少
な
く
見
斬

っ
て
も
一
千
万
人
の
増
加
が
予
想
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
現
在
の
三
大
都
市
圏
内

都
市
に
あ
っ
て
は
若
干
の
例
外
は
あ
る

と
し
て
も
強
い
人

口
吸
引
力
を
す
で
に

有
し
て
お
り
、
今
後
は
む
し
ろ
過
密
状

態
か
ら
脱
却
す
る
検
討
が
必
要
な
時
期

を
迎
、
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
都
道
府
県
の
県
庁
所
在
地
な

ど
は
、
政
治
的
要
因
に
よ

っ
て
人

口
吸

引
力
が
あ
り
、
こ
れ
に
伴
う
文
化

・
教

育

・
経
済
的
要
因
か
ら
吸
収
力
を
も
兼

上
田
市
は
成
長
可
能
都
市

えつ一(3)一一一昭和56年 2月1日 広報

成長可能都市のリストアップ

向
け
て
早
期
建
設
が
で
き
る
よ
う
運
動

を
進
め
て

い
ま
す
。

上
田
市
付
近
、
坂
城
町
付
近
、
長
野
市

付
近
な
ど
と
な
っ
て
い

ま
す

都道府県 都市教 者1I市 名
北海道 8 旭川、室1刷、岩見沢、千歳、

釧出品、帯広、 ~t見、 ;'i+'li

青岩宮 森城手
3 弘前、 八戸 ト和国
2 水沢、花巻
1 石巻

秋田 。
箪栃山茨 形量城木

。
1 郡山
4 下館、目立、h曲、勝悶
1 
小伊勢山崎Jlm ，r'~i崎太田群馬 4 

t奇玉 3 深谷、 熊谷 本荘

千東 葉京
1 茂原

整新奈川 。
市 ~邑中w 。

順位 都市名 指数
石川 1 

1韮富')0士TT1{ 吉田福井 l 

1 J商 回 29.79 山梨 1 

上 長岐 野阜
2 

絵磐盟大水垣本締凶伊多浜東上治~2松図見三111沼島聞津羽lJ島清土2 越 18.82 4 

3 高 岡 16.59 線 岡 7 

4 福 井 16.55 愛知 2 

5 上 回 16.00 = 重 1 松彦阪十日 一
昔日

滋 Jt 1 
6 域 14.09 京 都 。
7 徳 山 13.81 

大兵奈 庫良阪
会津若松

2 姫路、高砂
8 12.48 

9 米 子 11.84 
担鳥島歌取根山

田辺

10 金
1 米子

j尺 10.94 1 

11 苫小牧 10.36 岡山 1 福合出般山

12 面 山
広島 1 

9.31 山 口 3 防府、 i恵山、下松

13 秋 回 9.15 徳島
。

14 伊 勢
香 川 1 

今丸i亀fi 8.13 
愛高 緩知

1 
15 jil!: 7.62 

。
16 松 福1左岡j'i 

1 久留米
7.18 。

17 多 tfi 見 7.12 長熊 崎本
1 1;，車早代!同符l 

18 宮 崎
1 八

6.68 

大宮昭沖電但崎橿分山

1 I ~IJ 
19 ，鳥 耳立 6.53 

20 ，守A一ー. 音目 6.52 

ね
備
加
率更

地
方
め、し
な
因
を
の
側
都
市
は
限
定
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

こ
と
が
具
体
的
に
検
討
さ
れ
、
成
長
可

能
都
市
が
リ
ス
ト
ア
y

プ
さ
れ
た
も
の

で
す
。

上
田
市
は

住
み
よ
さ
全
国
五
位

名
古
屋
大
学
経
済
学
部

・
真
継

隆

助
教
授
の
地
方
都
市
の
生
活
環
境
蛇
備

調
伐
結
果
が
発
表
さ
れ
、
上
田
市
の
笠

備
水
準
は
、
住
み
よ
さ
全
国
で
第
五
位

に
ラ

ン
ク
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
調
査
は
、

三
全
総

(第
三
次
全

国
総
合
開
発
計
画
)
の
柱
で
あ
る
地
方

都
市
へ
の
人
口
分
散
化

(
地
方
定
住
構

想
)
を
図
る
た
め
の
具
体
化
の

一
環
と

し
て
、

豊
か
で
、
快
適
な
地
方
都
市
形

成
の
可
能
性
を
調

べ
た
も
の
で
す
。

人
口
十
万
以
上
の
都
市
で
、
過
密
な

巨
大
都
市
を
除
く
八
十
五
都
市
を
住
宅
、

都
市
環
境
、
安
全
福
祉
、
文
化
娯
楽
、
消

費
生
活
に
関
す
る
二
十
八
系
列
の
指
標

を
用
い
て
、

こ
の
指
標
聞
の
比
較
が
で

き
る
よ
う
に
指
数
で
標
準
化
し
て
得
点

を
求
め
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
を
総
合

得
点
と
し
、
得
点
が
多
い
都
市
ほ
ど
箆

備
水
準
が
高
い
と
し
て
い
ま
す
。

上
田
市
は
総
合
得
点
数
十
六
点
で
、

全
国
で
第
五
位
に
ラ

ン
ク
さ
れ
て
い
ま

す
。
長
野
県
下
で
は
、

長
野
市
四
十
四

位
、
松
本
市
は
長
野
市
以
下
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

以
上
こ
の

二
つ
の
調
査
は
、
人
口

の

増
加
率
の
側
面
と
生
活
環
境
盤
備
の
側

面
か
ら
と
ら
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、

更
に
文
化
的
・
経
済
的
あ
る
い
は
地
理

的
な
面
か
ら
、
そ
の
可
能
性
を
個
別
具

体
的
に
検
討
し
た
総
合
的
な
判
断
が
必

要
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、

長
期
展

望
に
立

っ
た
計
画
的
な
行
財
政
の
推
進

た
と
え
ば
、

北
陸
新
幹
線
上
田
駅
の
設

置
、
関
越
道
上
越
線
イ

ン
タ
ー
チ
ェ

ン

ジ
の
設
置
な
ど
発
展
の
可
能
性
を
現
実

化
す
る
こ
と
で
三
全
総
め
柱
で
あ
る
人

口
分
散
が
実
施
さ
れ
る
場
合、

上
田
市

は
人
口
を
受
け
入
れ
る
余
力
と
地
方
都

市
と
し
て
の
生
活
環
境
慾
備
水
准
か
ら、

発
展
可
能
都
市
と
し
て
折
紙
が

つ
け
ら

れ
た
も
の
で
す
。
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水道料金改定
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料

マ主ノ、

り
ま
す
か
ら
、
口
径
に
応
じ
て
左
表
の

よ
う
な
基
本
料
金
と
な
り
ま
す
。

金

体

自然の水を人が飲めるようにするには、大きな施設と

入手が必要です。(写真は、染屋浄水場)

上
田
市
の
上
水
道
事
業
は
大
正
十
二

年
一
月
給
水
を
開
始
し
、
以
来
五
十
七

年
間
が
経
過
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
市

勢
の
発
展
に
伴
う
水
の
需
要
は
年
々
増

加
の
一
途
を
た
ど
り
、
給
配
水
工
事
も

第
一
次
拡
桜
工
事
か
ら
第
五
次
拡
張
工

事
へ
と
桜
備
拡
充
を
図
リ
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
需
要
に
柏
極
的
に
対
処
し
て
き

ま
し
た
。

今
日
に
お
け
る
水
道
施
設
の
状
況
は
、

五
次
に
わ
た
る
拡
娠
計
画
に
よ
っ
て
大

体
そ
の
基
盤
投
資
が
終
了
し
、
目
標
年

次
と
し
て
の
昭
和
六
十
五
年
に
は
、
公

称
能
力
日
最
大
給
水
量
六
万
四
千
七
百

ト
ン
の
施
設
と
な
り
ま
す
。

料
金
改
定
の
理
由

近
年
の
水
道
ト
事
業
財
政
収
支
の
状
況

は
、
昭
和
五
十
年
四
月
の
料
金
改
定
以

来
、
健
全
に
推
移
し
て
き
ま
し
た
が
、

昭
和
瓦
十
四
年
度
に
お
い
て
単
年
度
二

千
六
百
八
十
二
万
二
千
円
の
不
足
が
発

生
し
ま
し
た
。
瓦
十
半
年
度
以
降
に
お

い
て
は
、
更
に
下
表
の
と
お
り
多
額
の

不
足
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
五
十
年
度
に
お
け
る
料
金

改
定
以
来
三
年
の
計
算
期
間
も
す
で
に

経
過
し
、
現
行
料
金
の
ま
ま
本
年
で
六

年
に
も
な
り
、
つ
い
に
収
支
の
バ
ラ
ン

ス
が
く
ず
れ
て
き
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
す
。
ま
た
、
特
に
収
支
面
の
主
体
を

な
す
水
道
一
料
金
収
入
の
延
び
が
五
十
四

げ
の
修
正
を
行
う
こ
と
と
し
、

三
十
川
川

ま
で
は
六
卜
五
円
、
ニ
十
一
町
以
上
は

七
十
四
円
と
し
ま
し
た
。

水道事業費用と水道事業収益との比較表

一一一一 水道事業収益

ーーーー'水道事業，{'(用

側

側

側

印

側

印

刷

別

刷

切

削

印

刷

千

円

年
、
五
十
五
年
と
減
少
の
傾
向
に
あ
る

こ
と
も
そ
の
大
き
な
要
因
の
一
つ
で
す
。

そ
こ
で
、
昨
年
の
十
月
に
水
道
財
政

健
全
化
の
た
め
の
諮
問
機
関
と
し
て
、

水
道
料
金
審
議
会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
審
議
会
に
は
、
市
議
会
、
学
識
経

験
者
、
各
種
団
体
な
ど
か
ら
公
平
に
市

民
の
芦
を
反
映
す
る
委
員
と
し
て
参
加

し
て
い
た
だ
き
、
水
道
財
政
や
水
道
料

金
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
ご
討
議
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
そ
の
討
議
の
集
約
で
あ
る

答
申
書
に
も
と
づ
い
た
水
道
料
金
の
改

定
が
、
先
の
十
二
月
定
例
市
議
会
に
お

い
て
議
決
さ
れ
、
昭
和
五
十
六
年
四
月

一
日
か
ら
平
均
三

0
・
九
七
%
、
加
入

金
二
O
%
の
ア
ッ
プ
が
実
施
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
推
移
に
よ
る
財
政
措
置

に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
深
い
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

水
道
事
業
は
、
公
営
企
業
法
に
よ

〆

て
、
独
立
派
俳
制
い
か
建
て
前
に
な
っ
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
こ

55 54 53 52 51 50 49 48 47 46 45 44 日
制
年
度



金
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
ご
討
議
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

832 ー第832 号ー一一一一一第

上
川
市
の
料
金
体
系
は
、
口
径
別
料

ふ
れ
体
系
で
す
。

こ
れ
は
、
昭
和
五
十
年

料
金
改
定
時
に
お
け
る
得
議
会
符
申
の

脳
出

un
に
・沿
っ
た
も
の
で
す
。

制
し
か
し
、
内
谷
的
に
は
法
-
本
料
金
制

川
崎
の
な
か
に
八
出
川
ま
で
無
償
付
与
と
い
う

問
削
法
本
的
生
活
用
水
供
給
の
悩
祉
引
社
会

酬
制
陀
と
、
さ
ら
に
水
泊
料
金
に
つ
い
て
も

一

三
卜
市
以
下
、
以
上
の
区
分
を
設
け
た

一

こ
と
、
口
径
別
の
三
十
日
以
上
使
用
者

一

に
つ
い
て
は
、
八
市
無
償
付
与
を
し
な

だ

い
な
ど
用
途
別
体
系
の
一
部
を
導
入
し

た
似
合
的
体
系
と
な
っ
て
い
ま
す
。

え一(5)一一一一昭和56年 2月1日 広報う

来ヰ

本

金

基

水
道
は
常
時
給
水
の
原
則
に
よ
っ
て、

い
つ
で
も
利
用
者
の
持
要
に
応
じ
て
給

水
で
き
る
体
制
が
枝
、
手
句
れ
て
い
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
水
道
の
浄
水
な
ど

の
地
設
に
か
か
る
費
用
を
原
価
に
よ
っ

て
算
出
し
た
も
の
が
基
本
料
金
で
す
。

法
本
料
金
は
、
水
の
使
用
量
と
は
関
係

な
く
水
道
を
利
用
し
て
い
る
皆
さ
ん
に

は
、
ど
な
た
に
で
も
ご
負
伺
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
口
径
十
三
怖
と
百
五
十
切

で
は
全
然
利
用
価
値
が
違
い
ま
す
し
、

流
量
や
維
持
管
理
の
面
で
も
格
差
が
あ

リ
ま
す
か
ら、

口
径
に
応
じ
て
左
表
の

よ
う
な
法
本
料
金
と
な
リ
ま
す
。

水

E三ヨ

豆王

キヰ

金

水
道
の
施
設
に
か
か
る
従
用
の
ほ
か

に
電
気
料
、
薬
品
行
な
ど
飲
料
水
を
つ

く
る
た
め
に
直
接
必
要
な
経
費
を
原
価

計
算
に
よ
っ
て
算
出
し
た
代
用
が
水
量

料
金
で
す
。

こ
れ
は
、
使
用
水
量
の
多
少
に
応
じ

て
負
刊
す
る
料
金
で
す
か
ら
、
生
前
用

水
な
ど
に
対
す
る
配
慮
を
加
え
て
現
行

ど
お
り
二
段
階
の
区
分
と
し
、
一
史
に
原

価
計
算
に
よ
る
端
数
切
り
折
て
切
り
上

・句ム川M
回
以‘，
a-
白
川

A
aτ
 

年nLO 戸、υ

で
す
。
ま
た
、
特
に
収
支
面
の
主
体
を

な
す
水
道
料
金
収
入
の
延
び
が
五
十
四

げ
の
修
正
を
行
う
こ
と
と
し
、
三
十
市

ま
で
は
六
十
五
円
、
三
十
一

m
以
上
は

七
ト
山
川
と
し
ま
し
人

加
入
金
に
つ
い
て

加
入
金
に
つ
い
て
は
、
メ
ー
タ
ー
の

新
設
ま
た
は
改
良

(
メ
ー
タ
ー
の
口
径

を
明
す
場
合
に
限
る
)
す
る
加
入
者
か

ら
徴
収
し
ま
す
。

現
行
ど
お
り
口
径
別
に
区
分
し
、
原

価
計
算
の
つ
、
ぇ
算
定
す
る
こ
と
が
適
当

で
す
が
、
急
激
な
負
判
明
を
Y
J
慮
し
て

そ
れ
ぞ
れ
下
表
の

と
お
り
の
引
き
上
げ

改
定
と
し
ま
す
。

宇ト イp

量水器の口径
基本料金

7)( 亙口 料 金

水 亙日 料金 (1 111'につき )

13% 430円
9 m'以上30m'まで 65円

20 800 
31m'以上 74円

25 

一卜-30 1，930 

40 2，950 

50 4，970 
1 m'以上30m'まで 65円

75 10，960 

100 17，890 31m'以上 74円

125 26，970 

150 38，770 

1か月分の上田市水道料金表

量水器
加入金の額

の口径

13% 36，000円

20 90，000 

25 180，000 

30 288，000 

40 558.000 

50 1，080，000 

75 2，880，000 

100以上
口径に応じ

別に算出する額

表 (56年4月1日から)金入カ日

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
.

水
道
事
業
は
、
公
営
企
業
法
に
よ
っ

て
、
独
立
保
算
制
が
控
て
前
に
な
っ
て

い
ま
す
。
山
山
内
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ

く
使
用
料
で
が
業
を
し
、
日
常
生
活
に

欠
く
}
」
と
の
で
き
な
い
水
を
提
供
し
て

い
ま
す
。

水
道
料
金
は
、
借
金
返
済
を
は
じ
め

薬
品
質
、
動
力
資
な
ど
の
支
払
い
に
あ

て
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
続
伐
を
含

め
て
収
支
を
償
う
こ
と
が
で
き
る
状
態

で
あ
っ
て
こ
そ
、
は
じ
め
て
健
全
な
経

営
と
い
え
る
わ
け
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
水
道
事
業
の
経
営
に
は
、

よ
り
一
層
市
民
の
皆
さ
ん
に
判
明
し
ま
れ

る
水
道
と
し
て
、
水
道
サ
ー
ビ
ス
の
万

全
を
期
し
、
ご
期
待
に
そ
え
る
水
道
経

営
を
し
て
い
き
ま
す
。
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市
県
民
税
・
所
得
税
の

申
告
は
お
早
め
に

2
月
日
日
刊

j

3
月
同
日
開

(
市
民
税
隈
市
民
税
第
一
係

今
年
も
市
県
民
税
、
所
得
税
な
ど
の

確
定
申
告
の
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
五

十
五
年
中
の
所
得
を
計
算
し
て
、
二
月

十
六
日
川
か
ら
三
月
十
六
日
川
ま
で
の

聞
に
、
必
ず
申
告
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ

例
年
、
申
告
期
限
間
近
に
な
り
ま
す

と
、
窓
口
が
混
雑
し
て
、
長
い
時
間
お

、
っ
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

報
申
告
は
お
早
め
に
済
ま
せ
る
よ
う
お
願

占
ム
い
し
ま
す
。

一
ま
た
、
無
申
告
や
期
限
後
の
申
告
の

一
場
合
は
、
加
算
税
が
付
い
た
り
、
遠
く

引
か
ら
お
出
か
け
い
た
だ
い
た
り
な
ど
の

抑
制
負
担

W
か
か
り
ま
す
の
で
、
特
に
ご
注

U
M院
年
白
骨

幻
樋
和

3
昭
第号 えー第 832 

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

2
3
2
J

有
線
②
0
6
1
1

」

意
く
だ
さ
い

市
県
民
税
の
申
告

申
告
に
は
、
自
治
会
を
通
じ
各
世
帯

に
配
付
さ
れ
て
い
ま
す
「
昭
和
五
十
六

年
度
市
県
民
税
の
申
告
に
つ
い
て
」
の

内
容
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
正
し
い
申
告

を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
書
は
、
各
世
帯
へ
一
部
あ
て
配

付
し
て
あ
り
ま
す
が
、
足
り
な
い
場
合

は
市
民
税
課
ま
た
は
市
役
所
各
支
所
へ

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い
人
は
、
一

つ
の
事
業
所
か
ら
の
給
与
所
得
だ
け
の

人
で
、
そ
の
勤
務
先
の
事
業
所
か
ら
市

役
所
へ
給
与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ

て
い
る
人
と
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を

し
た
人
で
す
。

こ
の
ほ
か
の
人
は
、
所
得
の
多
少
に

関
係
な
く
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。
特

に
、
二
つ
以
上
の
事
業
所
か
ら
給
与
(
年

金
、
恩
給
な
ど
も
含
む
)
を
受
け
て
い

る
入
、
ま
た
給
与
所
得
以
外
の
所
得
が

納税申告出張受付日程表

I也 区 名 会場名 受付日

下本郷、東五加、五加、中野、
塩田解放会館 2月16日(1])

上本郷、学海南、学海北

上小島、下ノl、島、保野、舞回、
2月17日(刈

八木沢
11 

豊 皇、殿 城 農村環境改善センター / 2月18日(水)

5l1J 所、野 メ居入 中日 染 閣 2 月19 日(ノト)

泉 田 泉 回 公 民館 2月19日(本)

平井寺、鈴子、石神、柳沢 鈴 子 1::、B 民館 2月20日附

下 之 第F下之郷公民館 2月20日倒

城 下 農協城下事業所 2月23日(1])

室 JF，H L 室賀生活改善センター 2月23日(1])

}II 辺 JlI 辺 町 会館 2月24日(火)

泉 小泉区民会館 2月24日(刈

j甫 里 市役所川西支所 2月25日(村

神 科 上野が丘公民館 2月26日(本)

下組、中 組、奈 良 尾 農協富士山支所 2月27日附

西 円IJ 山、手 .塚、山 回 手塚 1:: 、P 民館 3月2日(J])

十人、塩田新町、東前山 西 塩 回 会館 3月3日(刈

神 JlI 農協神川事業所 3月4日(判

塩; 尻 農協塩尻事業所 3月5日(村

あ
る
人
た
と
、
え
ば
給
与
所
得
と
農
業
所

得
や
営
業
所
得
な
ど
が
あ
る
人
は
、
申

告
が
必
要
で
す
。

受
付
時
間
は
、
各
会
場
と
も
午
前
九

時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時
ま
で
で
す
。

こ
の
会
場
で
申
告
の
で
き
な
か
っ
た
人

は
、
市
役
所
市
民
税
課
で
申
告
を
し
て

く
だ
さ
い
。

こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
五
十
五

年
中
の
所
得
を
二
月
十
六
日
川
か
ら
三

月
十
六
日
川
ま
で
の
聞
に
、
上
国
税
務

署
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
ち
ら
も
期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と

窓
口
が
混
雑
し
ま
す
の
で
、
お
早
め
に

申
告
を
済
ま
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

今
年
か
ら
新
し
く
所
得
悦
の
確
定
申

管
を
さ
れ
る
人
は
、
申
告
舟
用
紙
を
如
何

務
署
か
市
役
所
市
民
続
課
で
、
お
受
け

く
だ
さ
い
。

遠
く
の
人
は

「
出
張
受
付
会
場
」
へ

申
告
さ
れ
る
皆
さ
ん
の
利
便
を
考
慮

し
て
右
表
の
日
経
で
出
張
受
付
を
行

い
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
会
場
へ
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。

所
得
税
の
申
告
は

上
国
税
務
署
へ

事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
な
ど
の
あ

る
人
は
、
所
得
般
の
確
定
申
告
を
す
る



t:一一一/糊 27年間別)一一一一_--，第3傾郵便物必可/

る金に

入
、思

ま給
たな
給 ど
与も
所 含
得む
以 )

外を
の受
所 (t
得て
がし、

〈務
だ著
さか
い市

f支
F片

市 l
民
悦
課
て・

お
，J1_ 
<.. 
(t 

い
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
会
場
へ
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。

事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
な
ど
の
あ

る
人
は
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る

号~

地区 担当地区 氏 名 公平土窃首 雌 担当地区 氏 名 公社電話陣 m当I也区 氏 名 公社踊

踏 入 白倉消子 22-4912 城 ~t 岡田俊一 24ー7221 長島 尾崎美代子
2277-8-5-02ー42ー98 『

/1 細 谷ふき子 22-2833 牧 片岡巳代子 27-3812 金|削寺 滝沢弘之

泉 町 斉藤とみ 23-1597 諏訪形 小林忠、吉 22-5686 森.!.奈戸 ニ井準一
2224『-42040056 

東上常図 高橋鳴子 22-9645 1/ 細川 車易 24-1334 大白木・長入 柳沢好春

" 山浦 泰子 22-0320 城須
)11 小林林平 24-6726 小井田・宮之t内川二男 36 2904 

中常国 滝沢昇作 22-045雪 中 村 柳沢 井比u_ 22-7297 Aj，aeι t 中 吉田 宮沢美喜雄 36-3373 
音11下常回 水野徳巳 22-6226 朝日ケ丘 松本 務 24-6292 町吉田・下吉田 川 上 勇 35-0846 

北常国 唐沢邦夫 22-1285 =好 町 横林保次 22-3365 桜
d口』 平 林茂雄 36-2914 

材木町 小幡代志子 24-0270 下 御 所 蜂屋淳子 24-4379 林之郷 酒井利次 27-2625 

/1 丸 山文一 22-2123 /1 西 田邦夫 24-8566 殿 下 郷 上原正一 27 -9166 

南天神町 大塚英夫 22-2416 中之条 西沢貞二 27-1450 岩清水 佐藤淑 j台 27-0074 

泉 平 香 山定 義 22-3138 千曲町 朝日松司 22-8592 矢 t尺 山崎和太郎 24-0882 

南北天神町 吉川入重子 23-2605 /1 西 沢かつみ 22-1708 赤 坂 坂口 手IJ 27-9257 

/1 市 川トミ 22-2294 宅火 手口 宮崎嘉平 22-5986 下本郷・東五加 森 晃 38-4318 

松尾町 若林宏一 22ー1183 /1 中 島 j台男 24-6712 五加 関口恒衛 38-2595 

部 鷹匠町 富田より 22-1478 塩上塩尻 佐藤百合子 23-1422 /1 甲 田千津 38-5002 

本 町 荒井美与 22-1773 /1 足 立秋雄 24-3792 中 上本郷 田中良治 38-2205 

未広町 細田ゑい 23-1324 尻下塩尻 母袋玲子 24-5091 
塩
中野 若林袈裟雄 38-3736 

大手町 宮 川 孝子 24-2646 /1 塩野崎英男 27-3561 学海南 ・北 佐藤孝子
3388-5235697 1 

横町 新イ呆富治 22-0506 上田原 小沢志一 22-2276 回 上・下小島 堀内雅文

海野町 上村茂とえ 22-0707 川辺町 征矢野せっ 22-9419 イ呆 野 石井 J登 38-2585 

中 原 町 成沢幸太郎 22-1099 /1 川 口幸雄 24-7469 舞 回 福沢きくよ 38-3095 

神林誠一
)11 

塩川いづみ 八木沢 増沢久男袋 町 22-0195 /1 23-1358 38-2776 

馬場町 小林俊夫 22-1059 1/ 市川喜美子 23-1739 平井寺 林 義照 38-4371 

田町 神尾精一 22一7757辺倉 升 高橋清一 24-6381 鈴 子 関 英武 38-6084 

央丸堀町 国友 ~ 22-9275 神畑 横山 和 23-0949 東 石 神 関 清人 38-5544 

木 町 甲田一 {芦 22-1272 下之条 中村健一 27-3718 相H 沢 吉原甲子夫 38-5806 

北大手 藤原忠美 22-8988 築地・東築地 堀内正雄 22-5928 塩下之郷・桜 伊藤常雄 38-3535 

上川原柳町 北沢 泉 22-4638 泉 半 過 石井国保 27-5406 田下之郷 村山君枝 38-3173 

/1 宮 原正義 22-1456 田 福 回 富島耕平 27-1062 奈 良尾 小林益雄 38-3708 

下川原柳町 町田静子 22-5789 =口k 回 堀内たか 22-6169 中 車昼 牧内 隆 38-4360 

愛宕町 岡田美喜子 24-2662 大 屋 柿崎商子 35-0466 下 組 松崎信子 38-4741 

~t 上鍛冶町 北原一也 22-7216 1/ 矢 島たか 35-1234 十 人 斉藤茂登二 38 3207 

鍛冶町 山口甲ニ 24-5577 岩 下 太田貞子 35-0722 東別山 春原正造 38-4577 

上房山 水野洋二 22-0718 神上青木・下青木 高寺正義 35-1464 商西円IJ 山 円リ 島午之助 38-3073 

下房山 今井一郎 22-5333 みすず台南 山本文吾 35-1766 出匡手 塚 滝沢光人 38-2816 

相P 町 小宮山きん 22-0892 みすず台北 竹内芳輔 36-2637 回塩田新町 中井 袈裟雄 38-4876 
音E新 回 横内静雄 22-8959 悔が丘 松本雅子 36-3034 山 田 竹内吉正 38-2579 

1/ 近 藤豊伝 22-0575 )Ii 久保林 西沢俊一 35-0861 tl' 倉 吉池将信 38-6431 
1/ 沢 路和子 22-5770 上沢 竹内ふくよ 22-3769 上 手 滝沢ミツ子 38-3364 
1/ 小池とくよ 22-7700 国分・黒坪 尾沢信安 24-7609 別院 内 山極利正 38-5522 

上紺屋町 斉藤 正 24-4161 下 堀 宮崎実子 24-8274 所大 I易 前橋安男 38-2850 

下車甘屋町 滝沢富tt子 23-1012 上 堀 池田公保 23-0812 分 去 坂井文子 38-4063 
1/ 丸 尾 信 22-0382 畑 山 清水光子 24-6533 仁古田 水沢多喜男 31-2128 

鎌 原、 脅掛ひで 22-3668 伊勢山 中村広明 27-1069 岡 古平節男 31-2159 

西 脇 小林喜代 23-1295 新屋・富士見台 武井友一 24ー7017 1/ 戸 島一雄 31-2265 

西新 町 橋本千春 24-4832 野 竹 中曽根文子 27-5866 i甫 事T 池田丑正 31-2518 
諏訪部 池田利次 22-5880 神西野竹 宮崎郁夫 23-2374 )11 /1 桜 井蔵寿 31-2115 

生 塚 北村 捷 22-6104 笹 井 宮坂英一 24-4479 藤ノ木 白井袈裟登 31-2622 

常望書町 回日光= 22-6564 岩 r9 香 山順 三 23-1362 越 戸 井沢善一 31-2710 
紋が丘 成沢文雄 22-1673 染 屋 川上 勲 23-2364 泉 宮崎英二 22-5159 
部新 屋 小林目白昌 22-8912 科蛇 t尺 小林けさの 24-9175 西 1/ 赤 羽宗人 27-5474 

1/ 北 国正夫 22-2066 金 井 深町登美子 22-8674 下()ト，;r宅ηヵ<.fi釘K 山崎 武 31-2316 
総が丘北 成沢俊三 22-4876 神科山口 山崎一平 22-4964 下室 u 久保田康雄 31-2656 

1/ 金 井普子 23-1588 大久保 大矢俊英 24-0890 上室 t~ 白鳥 日月 31-8337 
緑が丘西 成沢美歳 22-8584 長 島 柳沢ま華美 24-0879 /1 荒 井 泉 31 8171 
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上田市民生児童委員名簿

ーベ7)一一一一昭和56年 2月1日 広報う

現民生児童委員さんには、今後 3年間ご苦労をいただきます。
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お知らせ
国
際
障
害
者
年

え

生
活
圏
を
ひ
ろ
め
る

、っ報広
日
可
抑
制
今
年
は
、
完
全
参
加
と
平
等
を
テ

|

時
制
?
と
し
た
国
際
障
害
者
年
で
す
。
市
で

酬
引
は
、
附
害
者
対
策
を
す
す
め
る
た
め
の

/
「

市
民
啓
発
活
動
の
一
環
と
し
て
、
「
国

一

際
障
害
者
年
生
活
閤
を
ひ
ろ
め
る
推
進

一

会
議
」
を
開
催
し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ

号

ん
、
大
勢
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と

き

・
:
二
月
七
日

ω、
午
後
一
時
三

十
分
か
ら

と
ニ
ろ
・
:
上
回
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

市
円

。
宥

:
治
山
此
作
総
が
器
拓
事
件
〔
問
μ
8
0
〕

爪

山

官

推
進
会
議
に
ご
参
加
を

福
祉
課
福
祉
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

3
7
3

有
線
②

0
7
9
1

832 -第

オ用18日、恒例の消防出初式ガ行われ、
火災予防を呼びかけましだ。

約1.200名の団員の皆さん1<:主、第一申学校
から市民会館ぎで市中行進をし、市役所前

で石井市長(写真、 在留時〉の観閲を受けま

した。

講
演
(
佐
久
太
陽
会
事
務
局

・
平
山

茂
光
さ
ん
)

主

催

上
田
市
、
上
田
市
社
会
福
祉

協
議
会

青
少
年
対
策
室
宮
⑫

4
1
0
0

内
線

6
8
0
・
6
8
1

家
庭
は
、
恕
い
の
場
で
あ
る
と
同
時

に
、
盟
か
な
人
間
性
を
は
ぐ
く
む
場
所

で
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
社
会
環
境

が
激
し
く
変
動
す
る
現
代
で
は
、
家
庭

ー

内
で
の
子
供
の
「
し
つ
け
」
に
械
が
迷

い
、
自
信
を
失
い
が
ち
で
す
。

市
で
は
、
千
供
の
発
育
段
階
に
応
じ

た

「
し
つ
け
」
の
あ
り
方
を
理
解
し
て

い
た
だ
く
た
め
、
「
家
庭
の
し
つ
け
講

座
」
を
次
の
と
お
リ
開
催
し
ま
す
。
大

昭
和
五
十
三
年
七
月
一

日
以
前
に

生
ま
れ
た
子
供
き
ん
で
未
接
種
の

方
(
た
だ
し
、
四
歳
未
満
の
子
供

勢
の
皆
さ
ん
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き

・
と
ニ
ろ

:
左
表
の
と
お
り

内
'
容
:
・
テ
キ
ス
ト
に
よ
り
、
前
・
後

期
に
分
け
て
行
い
ま
す
。

募
集
人
員

:
各
議
座

U
人
ず
つ
で
、
三

講
座
合
計
三
百
人

受
講
料
:
・
無
料
(
テ
キ
ス
ト
代
も
)

申
込
締
め
切
り
:
定
員
に
な
り
次
第
、

締
め
切
り
ま
す
。

家庭のしつけ講座日程表

前開期 設 目 講座内容 会場
後期

三月17日(刈 2月24臼(刈 中学校期 西部公民館 市青少年相談員 滝沢房雄さん

2 月181] (ノ付 2月25日(水) 小学校低学年期 中央公民館 元屋代小学校長 松木重見さん

ド一一ー一一ー一一一一

2月20l:f (:'tl 2月27日制 幼児期 城南公民館 市保育専門指導主事 石井国保さん

一
回
接
種

〈
受
付
時
間
v

各
会
場
と
も
、
午
後
一
時
三
十
分
か

ね
た
き
り
予
防
教
室
に

ご
参
加
を

社
会
課
社
会
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

3
7
8

昨
年
の
十
二
月
二
十
三
日
に
予
定
し

て
い
た
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
の

「
ね
た
き
り
予
防
教
室
」
は
、
鹿
教
湯

病
院
長
・
藤
田
先
生
の
ご
都
合
で
延
期

に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
次
の
と
お
り

聞
き
ま
す
。

豊
殿
地
区
の
皆
さ
ん
、
大
勢
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

と

き

:
・
二
月
二
十
四
日

ω、
午
後
一

時
か
ら
四
時

と
こ
ろ
・
:
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

対
象
地
区
・
・
・
盟
殿
地
区

市
へ
の
物
品
納
入

「
見
積
参
加
願
」
の
提
出

管

財

室

宮

⑫

4
1
0
0

内
線

2
5
5
・2
5
6

昭
和
五
十
六
年
度
、
市
へ
物
口
聞
の
納

入
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
「
見
附
参
加

願
」
の
提
出
が
必
要
で
す
の
で
、
次
に

よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
提
出
期
限
〉

一
一
月
二
日
川
か
ら
同
二
十
八
日
川
ま

で
で
す
。
期
日
ま
で
に
提
出
さ
れ
ま
す

と
、
市
の
版
刷
に
よ
り
資
格
審
伐
を
し
、

見
付
…
参
加
業
者
名
簿
に
叫
岐
し
ま
す
。

〈
提
出
先

・
お
問
い
合
わ
せ
V

管
財
室
(
市
役
所
三
階
)

〈
必
要
書
類
〉

①
見
鞘
参
加
願
②
営
業
概
要
調
書

③
事
業
経
歴
書
④
納
税
証
明
苫

(事

業
税
、
市
町
村
民
税
、
固
定
資
産
税
、

都
市
計
画
税
、
特
自
動
卓
税
、
国
民
健

康
保
険
税
)
の
各
一
一
通

用
紙
は
管
財
室
に
あ
り
ま
す
。

健
康
づ
く
り
推
進
大
会
に

ご
参
加
を

保
健
予
防
諜

宮
⑫

4
1
0

0
内
線

2
9
3

市
で
は
、
「
健
康
づ
く
り
推
進
大
会
」

を
次
の
と
お
り
聞
き
ま
す
。
大
勢
の
皆

き
ん
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

と

き

:
・
二
月
十
七
日
附
、
午
後
一
時

三
十
分
か
ら
四
時

と
こ
ろ
:
・
上
回
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

三
階
大
ホ

l
ル

内

容

:
・①
血
圧
測
定
と
健
康
相
談

②
塩
と
健
康
と
上
田
市
の
衛
生
統
計

の
パ
ネ
ル
展

③
胃
が
ん
、
子
宮
が
ん
、
脳
卒
中
を

克
服
さ
れ
た
方
々
の
体
験
発
表

④
講
演
会

「
断
学
中
の
予
防
に
つ
い
て
」

講
師

1
佐
久
総
合
病
院
・
山
町
村
本

二
先
生



昭

和

五

十

三

年

七

月

一

日

以

前

に

一

回

接

種

生
ま
れ
た
子
供
き
ん
で
未
接
種
の
〈
受
付
時
間
v

方
(
た
だ
し
、
四
歳
未
満
の
子
供
各
会
場
と
も
、
午
後
一
時
三
十
分
か

さ

ん

)

ら

二

時

三

十

分

ま

で

二
期
・
:
①
昭
和
五
十
二
年
一
月
一
日
〈
会
得
〉

第一
か

ら

六

月

三

十

日

ま

で

に

生

ま

れ

下

表

の

と

お

り

一

た

子

供

さ

ん

で

一

期

が

終

了

し

て

〈

そ

の

他

v

一

い

る

方

。
②
昭
和
五
十
二
年
一
月
①
接
種
当
日
は
体
混
を
計
り
、
母
子
手

鉛
三
縄
出
合
(
百
日
ぜ
き
、

ジ
フ

テ

リ

一

日

以

前

に

生

ま

れ

た

子

供

さ

ん

帳

を

持

参

し

て

く

だ

さ

い

。

仰
酬
ア
、
破
傷
風
)
予
防
接
種
を
次
の
と
お
で
未
接
種
の
方
(
た
だ
し
、
五
歳
②
百
日
ぜ
き
に
か
か

っ
た
子
供
さ
ん
は
、

昨
糊
り
行
い
ま
す
の
で
、
対
象
者
は
最
寄
り

六
か

月

未

満

の

子

供

さ

ん

)

二

種

出

合

(
ジ
フ

テ
リ
ア
、破
傷
風
)

酬

対

の

会

場

で

受

け

て

く

だ

さ

い

。

〈

接

種

内

容

v

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

一
〈
対
象
者
〉

一
期
・
:
三
か
ら
八
週
間
の
間
隔
で
三

実
施
月
は
、
今
年
の
四
月
で
す
。

一

一
期
:
①
昭

和

五

十

三

年

七

月

一

日

回

接

種

③

二
極
出
合
で
一
期
を
終
了
し
て
い
る

か

か

ら

五

十

三

年

十

二

月

三
十
一

日

二

期

一

期

終

了

後

、

十

二

か

月

以

子
供
さ
ん
は
、
二
期
も
二
種
混
合
を

え

ま

で

に

生

ま

れ

た

子
供
さ
ん
。
②

上
経
過
し
て
い
る
子
供
き
ん
で
、
受
け
て
く
だ
さ
い
。

+
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d
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、

っ

'

十

人

ま

で

と

定
め
ら
れ
ま
し
た
。

従

い

、

農

業

委

員

会

に

関

す

る

条

例

の

A
-

1

-

a

v

B

 

報

ふ

M

上
田
市
で
は
市
条
例
に
よ
り
、
選
挙

一

部

改

正

を

し
て
、

選
挙
に
よ
る
委
員

庁

広

一

-

二

一

一

数

こ

に

よ

る

委
員
定
数
を
一
一
一
十
七
人
と
定
め
定
数
を
一
一
一
十
人
と
し
ま
し
た
の
で
お

ム

一

一

旦

一

~

£

i

て
い
ま
し
た
が
、
今
固
め
法
律
改
正
に
知
ら
せ
し
ま
す
。

F

一

一

敬

一

似

似

…

一

一

律

一

員

3

ト

一

法

一

委

…

「

い

い

」

業

九

日

農

…

年側
室

一

委
員
会
の
選
挙
に
よ
る
委
員
の

九

昭

定
数
は
、
従
来
、
「
農
業
委
員
会
等
に
関

九

一

す

る

法

律

」

の

定

め

に

よ

り

、

十

人

か

九

一

旬
間
十
人
ま
で
の
聞
と
な

っ
て
い

ま

し

一

川
町
た
。
今
回
、
こ
の
法
律
が
改
正
さ
れ
、

ベ
山
十
人
ま
で
の
上
限
が
原
則
と
し
て
三

ー第

内5十
容ろ 1
①上旬
体凶
馬主動
発労
苦量 4壁

面証
名セ
}〆ン

タ
②|  

832号~

三
種
混
合
予
防
接
種

保
健
予
防
揖
保
健
係

官
⑫
4
1
0
0内
線

2
8
9

有
線
②
0
7
2
2

座 い 式市

'-- 1.こ
を た
次 く
の た

と ゲコ

お
り 「
開 家
催 庭
し グ〉

まし
す っ
。(t
大 講

農業委員の定数改正表

選挙
選改挙正す前べのき

改正後の

区の 選挙区の区域 選挙すべき
区分 委員定数 委員定数

1 旧上回、塩尻 4 人 3 人

2 神川、豊殿 6 5 

3 神科 5 4 

4 
城下、川辺、

5 5 
泉田(半過、福田、吉田)

5 西塩田 3 2 

6 中塩田、別所 5 4 

7 東塩回 4 3 

8 浦里、室tJ:、小泉 5 4 

メE入E 計 37 30 

で
で こ
す 月

期 日
日 (JI)
ま か
で ら
に 同
提 二
出 十
さ ，¥
iL 臼
ま (i:)
す ま

講

師
U
H
佐
久
綬
ん
u
ut

b

.
母
十
」

二
先
生

昭和55年度後期三種混合予防接種目程表

f< 場 |誌 対象地 区

市保健センター
2月2 4 月13 7 

東部、塩尻地区

上野が丘公民館
日 日

神科、豊殿地区(必 (刈

農協神川事業所 神川地区

川辺町会館
2月2 5 1月3 8 

川辺、泉団地区(半過を除()

(Jj日4 
日

市川西社会
(梢

福祉センター
川西地区

市保健センター 月2 月3 南部、中央、西部、北部地区

27 24 

三好町会館 幽日
日
城下地区、泉国地区のうち半過(必

塩田公民館 2月日2 7 

塩田全区
市塩田母子

ピ健康センター

④
予
備
日
は
四
月
二
十
一
日
と
四
月
二

十
四
日
で
、
場
所
は
市
保
健
セ
ン
タ

ー
(
市
役
所
南
庁
舎
二
階
)
で
す
。

マ
四
月
二
十

一
日

ω
1
城
下
・

川
辺

・

泉
田
・
塩
田

・
川
西
地
区

マ
四
月
二
十
四
日
附

1
東
部
・
南
部
・

中
央
・
北
部
・
西
部
・
庖
尻
・
神

科

・
神
川
・

盟
殿
地
区

⑤
手
違
い
に
よ
り
、
第
一
回
自
の
接
純

日
を
広
報
で
お
知
ら
せ
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
深
く
お
わ
び
い
た
し
ま
す
。

ー
行
政
相
談
所
を
開
設

1

役
所
の
仕
事
に
つ
い
て

お
気
軽
に
ご
相
談
を

生
活
環
境
課

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

3
0
3

問
、
県
、
市
に
よ
る
合
同
相
談
所
を

次
に
よ
り
聞
き
ま
す
の
で
、
役
所
の
仕

事
な
ど
で
お
困
り
の
方
は
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
秘
密
を
守

り
、
無
料
で
す
。

と

き

:

・
二
月
十
三
日
刷
、
午
前
十
時

か
ら
午
後
四
時

と
ニ
ろ
・:
上
回
西
武
石
代
底
・

-i
階
特

設
会
場
(
駐
車
は
無
料
で
す
)

相
談
内
容
:
・
困
、
県
、
市
な
ど
役
所
に

対
す
る
要
望
、
背
的
な
ど
で
す
。

主

催

・
:
長
野
行
政
院
内
小
局

相
談
機
関
・
:
長
野
行
政
弘
祭
ハ
明
、
長
野

地
方
法
務
局
、
附
米
一い
川
帥
巴
凶
悦

M
、

上
小
地
方
事
務
所
、
上
凶
建
設
中
務

所
、
小
諸
社
会
保
険
事
務
所
、
上
回

市
、
行
政
相
談
員



②

研

究

が

完

成

し

、

そ

の

実

用

化

、

と

)

で

、

次

の

各

号

の

い

ず

れ

に

も

ま

た

は

企

業

化

に

要

す

る

佐

用

に

充

該

当

す

る

こ

と

。

①

学

生

察

か

ら

通

て
よ
う
と
す
る
も
の
。

学
で
き
る
地
域
内
の
大
学
に
、
昭
和

交
付
部
門
・

:

助

成

金

は

、

次

の

三

部

門

五

十

六

年

に

入

学

を

予

定

し

て

い

る

に
区
別
し
て
交
付
し
ま
す
。
第
一
部
:
・

者
(
修
業
年
限
四
年
制
以
上
の
大
学

3
円

v
・

、

ノ

一
一
般
(
第
二
・
三
部
以
外
の
も
の

)。

と
し
、
夜
間
学
生
を
除
く
)
②
父

州

ω

内

，

』

内

‘

u

第
二
部
:
・
小

・
中

学

校

お

よ

び

高

校

兄

ま

た

は

こ

れ

に

準

ず

る

者

が

、

寮

:袋
円

唱

の
教
員
。
第
三
部
一
:
大
学

・
僻

究

所

従

お

よ

び

諸

経

貸

の

支

払

い

が

で

き

1

ω

A

V

例
入
、
ま
た
は
凶
体
で
科
学
の
研
究
な
ど
の
叩
門
研
究
者
(
大
学
の
誠
一
帥

る
者
③
確
実
な
保
証
人
、
二
人
を

仏

切

唐

川

を
し
て
い
る
幹
部
、
ん
に
、
科
学
研
究
代
以
上
お
よ
び
学
生
を
除
く
)
。

有
す
る
者
④
人
物
が
良
好
で
、
共

出

帆

師

イ

制

酬

の
助
成
を
し
ま
す
。
資
金
不
足
で
お
凶

申
請
方
法
:

・

申

請

書

な

ど

(

用

紙

は

文

同

生

活

を

営

む

こ

と

の

で

き

る

者

団川

ベ

ベ

け

直

悶

り
め
ん
な
ど
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

部
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
)
各
一
部

所
在
地

主

県

浦

和

市

申
込
手
続

入
寮
希
望
者
は
、
申
込
書

刊

件

付

村

崎

胡

交
付
対
象
:
県
内
で
科
学
(
向
然
科
学
を
財
団
法
人
長
野
県
科
学
振
興
会
長

募
集
人
員
:

男

チ

で

、

四

年

間

入

資

は

飢

を

「
干
3
8
0

長
野
市
大
字
南

υ生
凍

か

市

制

に
似
る
)
の
研
究
を
し
て
い
る
例
入

、

あ

て

に
、
支
部
(市
役
所
商
工
課
)
を

約
五
十
人
、
二
年
間
入
寮
は
恭
子
人
長
野
字
幅
下
六
九
二
の
二
長
野
県

;

産

船

口

一

都

島

型

グ

g

E

ま
た
は
団
体
。
た

だ

し

、

次

に

該

当

経

由
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い。

申
込
資
格
:
・
長
野
県
出
身
者
(
原
則
と

住

宅

部

住

宅

課

内

財
団
法
人
長
野

広

大

マ

い

刊

す
る
場
合
は
交
付
で
き
ま
せ
ん
。
①

申

込

期

限

凹

月

三

十

自

制

し

て

、

父

兄

ま

た

は

こ

れ

に

準

ず

る

県

学

生

寮

事

務

局

」

へ

提

出

し

て

く

ι

均

②

③

川

針

4

E
k

l

J

、

研
究
が
叫
に
完
成
し
て
い
る
も
の
。

そ
の
他
・
:
特
許
権
、
実
用
新
案
権
な
ど
者
が
長
野
県
内
に
居
住
し
て
い
る

こ

だ
さ
い
。
申

込

用

紙

は

、

右

記

の

長

口

口

間

取

A
M、
N
即『
入
川
、
N
Miλ
M可
入
川
、
入
M
l
λ
Q
N
M『
入
M司
入
日
、
入
記
入
日
『
λ
記
入
Mt
N
M『
入
Mt
λ
M『
N
M『
N
M『
入
N
N
M『
入
M司
入
N
N
U『
入
M『
N
Mt
λ
M『
入
M『
入
M『
入
M
t
λ
Q
N
M『
N
M『
入
M叫
N
U、
入
ut入
川
、
λ
M
I
N州、
入
川
、
λ
川
、
入
M可
決
州
、
ぬ
川
、
λ
M『
入
M司
N
M1判
的
、
入
日
『
N
M『
N
Q
N
N
N
MI
λ
M叫
入
MX
入
Mt
N
U1λ
没
入
党、，
，

剣
道
用
具
十
組
、
竹
万
二
十
振
塩
尻

V
朝
日
ヶ
丘
自
治
会
様

十
五
万
九
千

守

t

小
学
校
へ

七
百
五
十
円

朝
日
ヶ

丘

児

童

館

の

児

⑩

V
フ
ジ
コ
シ
ミ
サ
ワ
ホ

l
ム
株
式
会
社

童
福
祉
事
業
資
金
と
し
て

線有

機

地

下
式
消
火
せ
ん
消
防
用
水
利

V

大

沢

重

夫

梯

(
東
前
山
)

五

万

円

・a-Y 

と
し
て

交

通

遺

児

対

策

資

金

と

し

て

却線

V
小
宮
山
幸
男
樟

(
中
央
六
)
二
万

V
上
回
東
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
樽

市

内

円

社

会

福

祉

事

業

資

金

と

し

て

民

憲

章

の

し

お

り

一
万
六
千
枚
市
内

ω

門
清
時
間
吋
し
は
戸
絵
画
一

日
的
校
位

JH)
ボ

タ

ン

電

問

系

V
渡
辺
勘
一
一
一
郎
様

(
真
田
町
)

ウ

ラ

話

装

置

一

式

報

恩

寮

へ

釘

ジ
ロ
モ
ミ
三
十
五
本
市
内
の
公
立
、

V
成

沢

進

様

(
繰
が
丘
北
)

電

気

年民

私

立

各

保

育

園

へ

冷

蔵

庫

、

電

気

洗

濯

機

、

カ

ラ

l
テ

レ

国

V
早
稲
田
大
学
上
回
稲
門
会
様

十

万

ビ

各

一

台

母
子
寮
へ

畑町金

円

文

化

施

設
の
資
金
と
し
て

V
中
村
の
ぶ
様

(仁
古
田

)

年

V
長
野
県
連
合
青
果
株
式
会
社
線

i

社

会

福

祉

事

業

資

金

と

し

て

保

方

ン

五

十

五

箱

社

会

福

祉

施

設

へ

匂

だ 昭和56年 2JJ 1日一一一ーベ10)-

科
学
研
究
費
の
助
成
に

申
し
込
み
を

長
野
県
科
学
振
興
会

宮

0
2
6
2
⑮
4
3
3
4

えλJ
 

報広日
可
幻
認
間
帥
次
の
皆
悌
か
ら
温
か
い
ご
寄
付
を
い

問
削
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

酬
制
ま
す
。

-
V
修
己
寮
様

二
千
八
百
六
十
一
円

一

社
会
悩
祉
事
業
資
金
と
し
て

一

V
中

村

文

様

(
天
神
四
)
五
千
二

号

U
九
十
一
ム
円
社
会
福
祉
事
業
資
金
と

2

し
て

q
J
 
8

・v関
奪

三
機
(
千
的
町
)

拐

ヅ
三
卜
本
線
恩
寮
へ

，

V
小
林
正
量
究
機

〔下
同
居
尻
〕

ご
寄
付
お
礼

ハ
チ

出
L
#
旦
回
附

号~

の
取
得
を
予
定
さ
れ
る
方
は
、
事
前

に
そ
の
手
続
き
を
し
て
お
い
て
く
だ

支
」
い

。

長
野
県
学
生
寮

長
野
県
学
生
寮
事
務
局

宮

0
2
6
2
@
0
1
1
1
内
線
7
5
5

十
万
円

同
対
審
答
申
と
は
ど
ん
な
内
容
の
も

の
で
し
ょ
う
か
。

で
政
府
も
こ
れ
に
応
じ
て
、
昭
和
三
十

立
年
に
法
律
に
基
づ
く
「
同
和
対
策
審

くらしを守るあなたの国民年金

⑩ 
保険料は所得力、ら控除されます

の
で
し
ょ
う
か
。

非
常
に
大
き
な

野
県
学
生
寮
事
務
局
か
、
上
小
地
万

事
務
所
建
築
課
に
あ
り
ま
す
。

申
込
期
間
・
:
二
月
十
二
日
刷
か
ら
二
月

二
十
八
日

ωま
で

国民年金の保険料を支払った人は、自身の分はも

ちろん、家族の分も「社会保険料控除」の扱いを受

け、全額が前年の所得から差し引かれて、課税の対

象にな りません。

このため、2月16日から 3月16日までに行う確定

申告の際には、昭和55年中に納めた国民年金保険料

の控除の手続きをしてください。

また、昨年 6月まで実施された特例納付の保険料

についても同様です。

昭和55年納付額

.c.....c:-' 

に
し
め
く
く
り
の
結
認
に
分
け
ら
れ
附



国民

ちろλ

tt、三
象に主

こ。

申告6

の控F

ま1

につL

ト同

rL
〈園旬

円

文

i

v
長
野
県
連
合
青
果
株
式
会
社
様

カ
ン
五
十
五
箱
社
会
福
祉
施
設
へ

ハ
チ

V
関

車

三

機

(
千
山
町
)

第

y
a
JJト
l
t
中

報

恩

努

へ

r

e

v
小
-終
豆
一
美
機

戸
下
山
居
間

E

児
童
用

の
で
し
ょ
う
か
。

非
常
に
大
き
な
重
要
な
意
義
が
あ
リ

ま
す
。
ま
ず
答
申
は
、
こ
れ
か
ら
固
い
か

同
和
行
政
を
進
め
て
い
く
に
あ
た

っ
て、

①
同
和
問
題
の
本
質
を
ど
の
よ
う
に
認

識
す
る
か
、
②
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な

解
放
運
動
や
、
同
和
対
策
が
行
な
わ
れ

て
き
た
か
と
い
う
分
析
の
上
に
立
っ
て
、

③
今
後
の
同
和
対
策
の
あ
り
方
を
具
体

的
に
示
し
て
い
ま
す
。
最
も
大
き
な
意

義
は
、
要
約
す
る
と
従
来
あ
い
ま
い
に

さ
れ
て
き
た
国
の
責
任
を
明
ら
か
に
し
、

「特
別
措
置
法
」
の
制
定
を
強
調
し
て

い
る
こ
と
で
す
。

内
容
に
つ
い
て
も
う
少
し
く
わ
し
く

お
話
し
く
だ
さ
い
。

こ
の
答
申
文
は
前
文
及
び
一
部
か
ら

三
部
ま
で
に
分
け
ら
れ
た
本
文
、
そ
れ

に
し
め
く
く
り
の
結
語
に
分
け
ら
れ
阿

二、

0
0
0字
に
及
ぶ
膨
大
な
し
か
も

内
容
の
充
実
し
た
も
の
で
す
。

ま
ず
、
前
文
の
は
じ
め
に
「
同
和
問

題
は
人
類
普
遍
の
原
理
で
あ
る
。
人
閉

め
自
由
と
平
等
に
関
す
る
問
題
で
あ
り
、

日
本
国
憲
法
で
保
障
さ
れ
た
基
本
的
人

権
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
審
議
会
は
こ
れ
を
未
解
決
に
波

置
す
る
こ
と
は
断
じ
て
許
さ
れ
な
い
こ

と
で
あ
り
、
そ
の
早
急
な
解
決
こ
そ
国

の
責
務
で
あ
り
、
同
時
に
国
民
的
課
題

で
あ
る
と
の
認
識
に
立

っ
て
対
策
の
探

究
に
努
力
し
た
J

と
あ
り
ま
す
。

つ
づ
く

同
対
審
答
申
と
は
ど
ん
な
内
容
の
も

の
で
し
ょ
う
か
。

「
同
対
審
答
申
」
と
い
7
の
は
、
同

和
行
政
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る

「
同
和
対
策
事
業
特
別
措
置
法
」
を
制
定

す
る
基
を
な
し
た
も
の
で
、
正
し
く
は

「同
和
対
策
審
議
会
答
申
」
と
い
い
ま
す
。

部
落
差
別
は
長
年
の
政
治
に
よ
っ
て

作
り
出
さ
れ
た
も
の
で
す
か
ら
、
こ
れ

を
解
消
す
る
に
は
行
政
の
施
策
に
よ
ら

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に

は
法
律
を
制
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
法
律
制
定
に
向
け
て
昭
和
三
十
年

前
後
か
ら
、
部
落
解
放
同
盟
が
中
心
と

な
っ
て
部
落
解
放
要
求
を
国
民
運
動
と

し
て
全
国
に
展
開
す
る

こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

日
を
追
っ
て
国
民
運
動
が
高
ま
る
中

で
政
府
も
こ
れ
に
応
じ
て
、
昭
和
三
十

五
年
に
法
律
に
基
づ
く
「
同
和
対
策
審

談
会
」
と
い
う
重
要
る
委
員
会
を
設
置

し
ま
し
た
。
翌
年
、
昭
和
三
十
六
年
十

二
月
、
内
問
総
理
大
臣
は
、
こ
の
審
議

会
に
対
し
て
、

「同
和
地
区
に
お
け
る
社

会
的
及
び
経
済
的
諸
問
題
を
解
決
す
る

た
め
の
基
本
的
方
策
」
に
つ
い
て
諮
問

し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
た
審
議
会
は

五
年
を
費
や
し
、
総
会
を
四
十
二
回
、

部
会
を
百
二
十
一
回
、

小
委
員
会
を
二

十
二
回
も
聞
き
、
そ
の
聞
に
全
国
実
態

調
査
、
意
識
調
査
な
ど
も
実
地
し
て
昭

和
四
十
年
八
月
に
答
申
を
出
し
ま
し
た
。

こ
れ
が
「
同
対
審
答
申
」
つ
ま
り
同
和

対
策
審
議
会
の
答
申
で
す
。

こ
の
答
申
は
同
和
問
題
の
解
決
に
と

っ
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
っ
て
い
る

号~
832 

! 同和問題を考える | 

ま里解のために

ふ~ (昭和21年12月22日1 封k

1::'一一一一-¥!I!3傾郷便物認可/ 宵宮

基本的

え→lト一一昭和56年 2月1日 広報う

地方自 titi法第199条第3項の規定により実施した昭和

55年度第2回定期監伐の結果を、次のとお り報告します。

惨監査の結果4

各所管における財務に関する事務は、おおむね適

正に処理されてしJるものと認めた。

それぞれの民主代か所における細部の指摘事項につ

いては、そのつど注意または、改善を促した。

なお、おもな指摘が項については、別記のとおり

である。

今後とも行政の多機化にともない、ますます閉大

する事務処理にあた っては、常に能率化に:立を用い、

効率的執行に配1まされるよう望むものである 。

(別記)

0補助金交付取倣事務において、補助金等交付組員IJに

そった半務処理に欠ける課所が多くみられた。

すべてに 胤 ~IJ の適用を強llti l することは、非能率的、形

式的などの燥がおきると思われるので、事情に即した

が務処理ができるよ う例規に検討を加え られた い。

oi;'託料の支払いは、i;'託契約を締結した受託者と同

一 人に支払いをされるよう倍1まされたい。

0伝来処樫において、財務会計の手'.i1きを参巧ーにされ

伝来守IJ~}聖の正確をJtlJするよう心がけられたい。

惨監査対象か所4

社会音11 福祉課(点字図書館)、社会謀(勤労背少

年ホーム、相染|札1)、児童保育課(母子寮、

27保育凶)、同和対策課、福祉事業セ ン

ター(西塩田事業所、中塩田事業所、川

西長業所)、報恩察、老人福祉セ ンタ一、

乳児院、 川西社会福祉センタ一、塩田解

級会館、城南解放会館、中央解放会館

総務課、防災謀、野|坊謀

庶務課、学校教育課(17小学校、 7中学

校)、社会教育課、向和教育課、体育謀(自

然主~動公凶管理事務所)、中央公民館、

西部公民館、城南公民館、上!l!fが丘公民

館、I孟回公民館、川西公民館、図書館、博

物館、山本鼎記念館、学校給食センター

定期監査の結果公表

惨監査の範囲4

昭和54年度における財務に閲する事務処理の状況、

契約及び工-bJ;~の状況などについて

守

量平

惨監査の期間‘

昭和55年 9月10日から昭和55年12月25日まで

定期監査の結果について(報告)

小池

松野

泉殿

軍治殿

上田市盟主公委員

同

コじ
昌一=一日

石井
ィ、村正

上田市長

上田市議会議長

消防部

教育委員会
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(
十
二
月
三
十
一
日
現
作
)

次
の
皆
さ
ん
が
な
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

つ
つ
し
ん
で
ご
め
い
耐
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

上
山
制
作
さ
ん

中
央
北
二
丁
目

広
川
む
ら
さ
ん

莱
林
一
位
さ
ん

高
山
賢
三
さ
ん

一戸兵

正
さ
ん

斉
藤
た
つ
江
さ
ん

小
宮
山
千
鶴
子
さ
ん

高
槻
三
郎
さ
ん

(
新
田
)
八
三

上

本

郷

八

四

下

室

釘

八

三

長

島

七

三

下

郷

七

一

手

塚

八

八

川

辺

町

四

一

号一一一(問蹴協)一一広報う

今
年
の
選
挙

川東 • ..，~­
辺自Ij ~ 
町山む

常
磐
城
二
丁
目

小
池
山
憂
さ
ん

成
沢
ま
っ
さ
ん

熱
崎
和
作
さ
ん

中
央
二
丁
目

戸
田
千
忠
さ
ん

中
央
東

(
上
川
原
柳
町
)

永

井

志

な

さ

ん

瓦

加

斉
藤
延
寿
さ
ん

締
が
丘
三
丁
目
(
城
北
)

土
屋
甲
子
太
さ
ん
上
川
原
柳
町

斉

雌

鉄

雄

さ

ん

築

地

吉

沢

豊

さ

ん

西

前

山

山
下
忠
雄
さ

ん

浦

野

小

杉

岩

次

郎

さ

ん

大

屋

尾

崎

吉

人

さ

ん

上

青

木

佐
藤
光
子
さ
ん

天
神
三
丁
目

松
尾
久
子
さ
ん

名
取
正
子
さ
ん

(
材
木
町
)

(
泉
平
)

塩
田
新
町

上
川
原
柳
町

o神川沿岸土地改良区総代総選挙

3月上旬の予定

。浦里財産区議会議員一般選挙
5月下旬の予定

0農業委員会委員一般選挙

7月中旬の予定

。上田市長選挙

10月下旬の予定

春
原
ぷ
百
世
志
さ
ん

川

γ
回
き
よ
の
さ
ん

西
川
音
音
さ
ん

岩
下
満
寿
子
さ
ん

間
瀬
義
太
郎
さ
ん

中
央
四
丁
目
(
上
紺
屋
町
)

佐

藤

芳

松

さ

ん

千

曲

町

林

つ

や

さ

ん

緑
が
丘
三
丁
目
(
触
が
丘
西
)

砥
石
し
め
さ
ん

触
が
丘
三
丁
目
(
触
が
丘
西
)

池

田

は

ま

子

さ

ん

下

吉

田

山
浦

く

ら

じ

さ

ん

倉

升

大

川

清

一

さ

ん

長

島

滝

沢

嘉

和

さ

ん

手

塚

小

山

み

っ

さ

ん

金

剛

寺

金

井

当

作

さ

ん

国

分

中

村

常

治

さ

ん

舞

白

石

村

卓

さ

ん

材
木
町
一
丁
目
(
材
木
町
)

回

木

清

さ

ん

天
神
四
丁
目
(
南
天
神
町
)

永

井

尊

夫

さ

ん

岩

門

小

林

勝

男

さ

ん

秋

和

宮
入
た
つ
子
さ
ん

川
辺
町

春

原

ひ

ち

さ

ん

上

塩

尻

高
橋

ユ
リ
ヤ
さ
ん

緑
が
丘
一
丁
目

倉
沢
い
し
の
さ
ん

神
谷
七
左
衛
門
き
ん

菅
沼
は
る
さ
ん

荻
原
一
之
さ
ん

鈴
木
武
夫
さ
ん

竹
内
た
き
志
さ
ん

七六七
00九

五
九

八四
一一ー ノ、

六八七七八五七
三二二七四六 O

四
九
三
七
六
六

諏
訪
形

丘

加

中

組
東
五
加

(
新
屋
)

上

手

伊
勢
山

上
塩
尻

御

所
院

内
上

手

六八八七
九九丘八

回
中
起
よ
子
さ
ん

中
央
一
丁
目

会
田
み
ち
志
さ
ん

山
崎
住
吉
さ
ん

富
島
い
し
さ
ん

梅
原
興
茂
人
さ
ん

中
央
西
一
丁
目
(
下
紺
屋
町
)

松

崎

ま

さ

を

さ

ん

院

内

水

出

の

ふ

き

ん

奈

良

尾

中
村
一
二
三

さ

ん

仁

古

田

中

沢

点

重

さ

ん

上

室
引

若
林
三
郎
さ
ん

緑
が
丘
一
丁
目

深
町
貞
夫
さ
ん

山
極
衛
次
さ
ん

小
林
源
一
郎
さ
ん

常
磐
城
三
丁
目

鷹
匠
町
)

下

組
川
辺
町

下
本
郷

ハ七
八七

三
四
九
八

O
七
三
五
五
六
八
九
一
八
七

(
諏
訪
部
)

七
九

八四六六七
四 O 六二 七

七七 五七八五八
六九七二八七二

上
田
市
は
、
千
曲
の
清
流
と
、
上

回
城
に
象
徴
さ
れ
る
自
然
と
人
と
が

調
和
し
た
、
住
み
よ
い
ま
ち
で
す
。

わ
た
し
た
ち
市
民
は
、
自
ら
の
英

知
と
努
力
に
よ
り
、
さ
ら
に
す
ば
ら

し
い
ま
ち
に
す
る
願
い
を
こ
め
て
、

こ
こ
に
市
民
憲
章
を
定
め
ま
す
。

中山(
新

組口堅

九八八七
八 00二

市
水
巌
一
さ
ん

成
沢
艶
司
さ
ん

中
村
八
重
子
さ
ん

中
央
西
一
丁
目

萩
原
チ
エ
さ
ん

常
国
三
丁
目
(
上
常
田
)

小

脊

あ

い

ん

さ

ん

下

郷

内
藤
た
け
さ
ん
み
す
ず
ム
リ
南

黒
沢
哲
夫
さ
ん

A
M

升

袖
山
チ
ト
リ
さ
ん

中
央
六
丁
目

和
田
捌
男
さ
ん

喜
多
見
き
く
さ
ん

福
沢
嘉
一
さ
ん

西
沢
英
雄
さ
ん

松
下
孝
子
さ
ん

常
田
二
丁
目

上
重
加
以

来
前
山

鎌
原、

七六八七八
二 O 四四四

染悩上上主
小~

屋田沢烏己

五
一
八
一
七
五

七
六

(
中
常
国
)

自

然

に

感

謝

し

、

き

れ

い

な

水

と

空

気

を

守

り

、

緑

の

あ
ふ
れ
る
ま
ち
に
し
ま
す
。

一

、

か

ら

だ

を

き

た

え

、

教

養

を

高

め

、

豊

か

な

文

化

を

育

て

る

ま

ち

に

し

ま

す

。

一
、
人
々
の
善
意
を
と
う
と
ぴ
、

あ

た

た

か

い

心

が

ふ

れ

あ

う

ま
ち
に
し
ま
す
。

一
、
産
業
を
伸
ば
し
、
働
く
よ
ろ

こ
び
を
大
切
に
し
て
、
活
気

に

み
ち
た
ま
ち
に
し
ま
す
。

一

、

平

和

と

自

由

を

求

め

、

広

く

世

界

に

目

を

向

け

た

明

る

い
ま
ち
に
し
ま
す
。

七八
八二

ノ、。七二八丘八四一-一三七四八八六
八一一四二

3i 
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